
5月15日（金）、航空連合沖縄による「労使生産性フォーラム」が
開催され、労使あわせて約50名が出席しました。
基調講演に立った航空連合・玉那覇副事務局長は「労使による対話

は、組織（職場）内に生じる『違和感』を早期に発見し、解決する
手段であるとともに、組織における施策の実行スピードを最大化する
ために必要不可欠な環境整備であり、生産性向上にもつながるもので
ある」との課題提起をおこないました。その後、講演内容をふまえ、
各社の労使それぞれの立場から「組織における違和感」の実情を共有
し、今後の対策について活発なディスカッションが展開されました。
航空連合沖縄では、沖縄の観光産業の発展を目指し、働く者の立場

から、より良い職場環境の構築に向けた取り組みを進めていきます。

～組織の「違和感」を捉える対話が生産性向上の鍵！～
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航空連合沖縄で「労使生産性フォーラム」を開催！

玉那覇 副事務局長 基調講演の様子
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